
八戸工業港 および その周辺の

ホ ッ キ ガ イ 漁 場 調 査

植村 龍夫 ･川村 要

は じ め に

従来から八戸工業港及びその周辺水域は､ホッキガイ幼貝の自然発生がしばしば見られるところで､

昭和51年2月に行なわれた資源調査の際にも､八戸工業港内におけるホッキガイの幼貝と中成貝合せた

資源量は49.6万個と算定された｡このような前提のもとにホッキガイの自然発生場の漁場環境を知る事

により､増殖対策をたてるための資料を得ることを目的として底生生物と底質の調査を行なった｡

この調査を行なうにあたり､調査船の運航にあたられた八戸市漁業協同組合所属の秋山金太郎氏並び

に潜水調査で試料の採集にたず さわられたマリーンダイビング ･マ ックの今男人民に謝意を表する｡

調 査 方 法

1) 調査年月日 昭和 51年 10月 4- 5日

2) 調 査 地 点 第 1図参照

3)採 集 方 法

底生生物は潜水によ り第 2図に示したように､チリトリ改造型の採集器に目合 0.322W筋のナイロンネ

ットをかぶせ､ 1地点 2回ずつ採集を行なった｡ (採集面積 1,620C盛)採集物は同上ナイロンネット

でふるい分けた後､100/oホルマリン溶液で固定して持帰った｡個体数の計数及び同定は､ 1mm目のフ
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第 1図 調 査 地 点
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ルイによ り飾別 してか ら行なった｡底質は潜水の際に底生生物の採集と共にスチロール棒瓶に採集 し

て持帰 った｡そして乾式飾別法によって粒度組成を求めた｡

調 査 結 果

1)底 生 生 物

採集 した底生生物の個体数と種数を第 1表および第 2表に示 した｡底生生物は43種類､ 3,804個体

見られた¢ しかしホッキガイは 2､ 3年前に発生したと思わる幼 貝3個が見られたのみで､当年貝は

見られなかった. 3個のホッキガイはいずれもこわれていたが､ 1個体あた りの重量は 2.39-15.2

gの範囲にあった｡ホッキガイは八戸工業港内から1個､港外か ら2個採集 された.

その他､種類別に見ると､斧足類で採集個体数が多かったのはバカガイで､72%余 りが北防波堤の

外側から採集された｡分布の様子はその種によって異ってお り､ウズサクラ､チヨノハナガイ等は工

業港の中に多 く見 られた｡

節足動物ではマルソコエビが数多 く見られたが､北防波堤 と突堤に囲まれた部分には見られなかっ

た｡その反面､マルフクレソコエビとニホンソコエビは主に北防波堤と突堤に囲まれた部分に多 く見

られた｡

多毛類ではシロガネゴカイ科等 4種類が全調査地点で見 られた｡この うちカザ リゴカイ科が最も多

く見 られ､全出現個体数の うちの61.8% を占めていた｡また､北 防波 堤 と空堤 に囲 まれた部分 に

はカザ リゴカイ科の 1種が出現個体数の うち91%余 りを占めていた｡

2) 底 質 -

粒度分析結果を第 3表に示 した｡分析結果はいずれの調査点においても細粒砂よ り粒径の小さい も

第 3表 粒度分析結果
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のが90%以上見られ､特に調査地点11･12･13の 3点には泥が多 く見られた｡ そのため中央粒径値及

び平均粒径値が大 きくな り､淘汰度が良好であった｡歪度は比較的小 さか った〇

第 1表 ホッキガイ漁場で見られた底生生物(Ⅰ)
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考 察

以上､八戸工業港内を重点に漁場調査を行なったが､当初目論んでいたホッキガイ当年貝は採集出来

なかった｡ しかし漁場環境調査結果 をふまえて､ホッキガイの増殖対策をたてる必要があるものと思わ

れる｡

第1表 (つづき)

整理 調査地点 16 17 18 191 20
l出 現 出 現番号 種 類

個体数 地点数12345 睦 腸 動 物 イソギ ン

チ ャ ク 類 ､ 3 2

扇 形 動 物 多 岐 腸 類 ll 2戟

体動物 腹足類 ム シ ボ タ ル 1 I 4 3 10 4斧足顛 バ カ ガ イ

サ ラ ガ イ 41 19 41 i 81l1l 50i 1 2705 1 03678 ミ ゾ ガ イカ イ コ ガ イ

ホ ツ キ ガ イ 1 iI1IIii】

iii! 11 513 3- 139 ウ ズ

ザ ク フ JF l I】i 16 410 チ ヨ ノ ハ ナ ガイ 】ll iIiIi

8 1ll12 エ ゾイ シカゲガ イマルスダ レガ イ科

壬I1】1 IF-illi 14 111314 ベ ン ケ イ ガ イザ ル

ガ イ 科 lF 22 11151

61718192021222

32 4252627 キ ヌ マ 卜イ ガイ

- 1 1節足動物 ウ ミ グ モ 類

A 4 3ア ミ 類

2 1 I15 6ク マ 類 3 l2 13 1 1 40 10等脚類 ワ ラ ジ へ ラ ムシャ リボ へ ラ ムシ 1 124 52ミオドコパ類 ウ ミホ タ ル

t24 1鯛 類 弓l
≧lマルフクレソコエビマ ル ソ コ エ ビヒ サ シ ソ コ エ ビニ ホ ン ソ コエ ビ Iフ 卜ヒゲソコエビ科

｢ 1l l ll 702 8 64 1108 l2 i44 Ill 45254十脚類 ソ コ



第 2表 ホッキガイ漁場で兄られた庶生_'巨物 (多 EjSfと)

整 理番 号 調査地点種 類 巨i 2 3 6 11 12 13 1
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ら火力発電所の前沖と北防波堤の外側の水域では底生生物の分布がやや似ており､バカガイ､マルソコ

エビが多 く見 られた｡一方､北防波堤と突堤に囲まれた水域ではウズザクラ､チヨノハナガイ､ワラジ

へラムシ､マルフクレソコエビ､ニホンソコエビ､クモヒトデ類､カザ リゴカイ科の一種等が多 く見ら

れたOこれら底生生物の分布はこの水域には波浪や潮流の影嘘が少ないことを示しているものと思われ

る｡

底質についていえば､調査地点11･12･13の泥の割合が他の水城のどの地点にくらべても多い事は､

今回の調査地点のうち､最 も波浪や潮流の影響が少ないことを示しているもの と思われる｡
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